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●実践研究のねらい 
○ 柔道・少林寺拳法の２種目を実践することで、武道に対する意欲や関心

を高めるとともに、武道における基本動作などの理解を深める。 

○ 専門の技能を有する地域スポーツ指導者から学ぶことで、生徒の技能習

得とともに、教員の指導力向上も図る。 

○ 日本が大切にしてきた伝統や文化を重んじ、日常生活にも生かしていこ

うとする心を育てる。 

 

●多様な武道の指導モデル 第１・２学年（４学級１０７名） 

 
 

●指導の工夫 
〇１年生、２年生共に少林寺拳法と柔道を地域スポーツ指導者に指導していただいた。 

 

〇少林寺拳法については、３名の地域スポーツ指導者に来校していただき、個別指導が充

実していた。指導内容も基本動作から、組手中心の取組で生徒の興味が湧きやすい工夫

がされていた。また、武道の意義や少林寺拳法の目指す人間像の話もあり人間力を磨く

ことも考えられていて、心と体の調和を図ることができた。 

 

〇柔道については、毎時間地域のスポーツ指導者の方に実演していただいたり、礼法や細

かい基本動作を教えていただいたりしながら学習に取り組むことができた。安全に身を

守るための受け身を中心に行い、後方受け身、横受け身の技能を高めることができた。

固め技のけさ固めを行い、けさ固めの攻防を展開することができ、武道に対する関心や

意欲を育むことができた。 
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●授業の様子 

   

 

【 少林寺拳法：組手】 
地域スポーツ指導者から丁寧に教

わりながら基本の動作を行った。基本

動作から組手中心の活動を行った。 

 【柔道：後ろ受け身】 
武道の基本動作となる受け身や固

め技について、安全に配慮して、動き

を一つひとつ確認しながら行った。 

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など 
１．多様な武道（※２種目以上ま

たは、柔道、剣道、相撲以外の

武道）を学習したことで、武道

への関心は高まりましたか。 

２．多様な武道を学習したこと

で、伝統的な考え方や行動の仕

方への理解は深まりましたか。 

３．多様な武道を学習する授業は

楽しいですか。 

   
〇日本人の魂が宿ったみたいで面白かった。武術の楽しさとか、心のもちかたがよくわかった。 

〇武道は、自分の身を守るためにあるものだと再認識をしました。もしものことがあったら今回学んだ

ことを思い出し、冷静に対応して物事を対処しようと思いました。 

〇普段やらない運動ができて楽しかったし、細かく教えていただいたのでできるようになることが嬉し

かったです。声を大きくだすことでスッキリしたり、受け身の練習は足を天井に向けることを意識した

り頑張りました。これからにも活かしていきたいです。 

〇柔道で習った前受け身などの色々な受け身はこけたときに使いそうだから、できるようになれてよか

った。 

●成果 
○ 武道に対して興味・関心が低い生徒もいたが、授業後は武道に対する関心が高まった様子であった。 

○ 少林寺拳法は、短時間の取組であったが、礼に始まり、相手を意識した組手中心の取組の中で、楽

しさを実感しながら活動していた。 

○ 1年生はこれまでに取り組んだことのなかった活動を行うことで、関心の幅が広がった。多くの武道

に触れることは、生涯スポーツの実践にもつながると思われる。 

●課題 
○ 地域スポーツ指導者が多いと個別指導が充実し、安全にも配慮できる。安全に取り組むために、少

林寺拳法と同じように、柔道においても複数の地域スポーツ指導者の要請ができればよい。 

○ 武道の良さや、伝統的な作法まで学ぶことができたので、来年度も続けていきたい。その際、武道

の授業に入る前にマット運動に取り組んでおくことで、武道の学習にスムーズに入ることができると

考えられるので、単元構成にも着目して授業を仕組んでいきたい。 

○ ２年生においては、安全に配慮して、投げ技から受け身の練習に来年度は挑戦してみたい。 
 


